
提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ケ
ン
ケ
ン
体
操
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
ク
ラ
ブ

の
高た
か
ら良
心こ
こ
な菜
さ
ん
が
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
世
界

選
手
権
で
７
位
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
、

ま
た
、
高
江
洲
小
学
校
及
び
具
志
川
中
学
校

が
「
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会
」
で
そ

れ
ぞ
れ
金
賞
、
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
赤
道
小
学
校
の
宜ぎ
な
ま
名
眞
幸こ
う
た大
さ
ん
が

「
全
日
本
珠
算
選
手
権
大
会
」
で
小
学
生
日
本

一
と
な
り
、
ア
ミ
ー
ク
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
小
学
校
チ
ー
ム
が
「
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」
で
全
国
制
覇
す
る
な
ど
、
目
覚
ま
し

い
活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
地
域
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ

る
嬉
し
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。
南
風
原
地

域
の
子
ど
も
達
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
し
た

「
勝
連
城
跡
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
「
地
域

イ
ベ
ン
ト
ア
ワ
ー
ド
」
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
こ
と
や
、「
あ
ま
わ
り
浪
漫
の
会
」
が
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
と
し
て
「
琉
球

新
報
地
域
活
動
賞
」
を
受
賞
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、今
年
は
い
よ
い
よ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、

本
市
出
身
の
喜き
な納
翼つ
ば
さ

選
手
も
、
今
春
開
催
予

定
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
上
位
入
賞
し
ま
す

と
、
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
候
補
選
手

と
し
て
内
定
し
ま
す
。
喜
納
選
手
の
活
躍
を

大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

本
県
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
で
あ
る
観
光

に
つ
い
て
は
、
入
域
観
光
客
が
過
去
最
高
を

更
新
し
て
お
り
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、

去
る
10
月
に
行
っ
た
「
闘
牛
の
ま
ち
宣
言
」

を
は
じ
め
、
観
光
誘
客
の
た
め
に
様
々
な
事

く
の
商
業
施
設
が
進
出
し
て
お
り
、
市
内
外
か

ら
の
買
い
物
客
等
で
賑
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

な
か
で
も
、
平
成
30
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
農
水
産
業
振
興
戦
略
拠
点
施
設
う
る

マ
ル
シ
ェ
」
は
、
オ
ー
プ
ン
以
来
１
０
０
万

人
を
超
え
る
来
客
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら

も
「
食
」
を
通
じ
て
様
々
な
相
乗
効
果
を
生

み
出
し
、
農
水
産
業
に
限
ら
ず
う
る
ま
市
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
地
元
農
産
物
の
消
費
拡
大

及
び
農
水
産
業
従
事
者
の
所
得
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
の
完
全
失
業
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
雇
用
促
進
に
関
す
る
様
々
な
取

り
組
み
の
効
果
も
あ
り
、
大
幅
に
改
善
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
は
、
依
然
と
し
て
高
い
失
業

率
で
あ
る
若
年
層
に
対
す
る
就
業
支
援
や
、

就
業
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

等
を
実
施
し
、
さ
ら
な
る
雇
用
の
拡
大
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
３
つ
の
基
本
政
策
を
中
心
に
取
り
組

ん
で
き
た
成
果
と
し
て
、
子
育
て
環
境
の
整

備
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
市
内
に
活
気
が
生
ま

れ
、
商
業
施
設
等
の
相
次
ぐ
立
地
に
繋
が
っ

て
お
り
ま
す
。

本
市
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
引
き
続

き
、
３
つ
の
基
本
政
策
を
中
心
と
し
た
様
々

な
施
策
に
果
敢
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

   
令
和
元
年
度
の
振
り
返
り

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
多
く

の
児
童
生
徒
や
若
者
が
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

分
野
で
活
躍
し
、
私
た
ち
に
明
る
い
話
題
を

地
区
の
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
を
中

心
に
２
３
０
社
余
り
の
企
業
が
立
地
し
、
就

業
者
総
数
は
約
６
，
１
９
０
人
を
超
え
て
お

り
ま
す
。

同
地
区
内
で
は
、
県
内
最
大
級
の
物
流
セ

ン
タ
ー
の
稼
働
や
建
築
資
材
関
連
事
業
者
な

ど
の
立
地
が
進
ん
で
お
り
、
県
内
初
の
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
の
建
設
も
着
手
さ
れ
、
今
後
、

中
城
湾
港
新
港
地
区
事
業
者
及
び
地
域
へ
の

電
力
供
給
が
可
能
と
な
る
な
ど
、
本
市
へ
の

さ
ら
な
る
経
済
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

企
業
集
積
が
進
み
、
重
要
性
が
増
し
て
い
る

港
湾
及
び
物
流
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、
中

城
湾
港
新
港
地
区
東
ふ
頭
整
備
の
着
実
な
進

展
を
国
、
県
へ
積
極
的
に
要
請
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
さ
ら
な
る
産
業
集
積
地
の
形
成
を

図
る
た
め
、
産
業
基
盤
基
本
計
画
を
策
定
す

る
と
と
も
に
、
中
城
湾
港
新
港
地
区
の
東
ふ

頭
に
お
け
る
大
型
貨
物
船
及
び
定
期
航
路
の

就
航
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
引
き
続

き
推
進
い
た
し
ま
す
。

  

３ 

経
済
の
活
性
化
と失

業
率
の
改
善

経
済
の
活
性
化
と
失
業
率
の
改
善
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
、
商
工
業
や
観
光
、
農
業
、

水
産
業
な
ど
、
各
分
野
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
、
経
済
振
興
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

現
在
、
石
川
地
区
へ
大
型
商
業
施
設
が
建
設

中
で
あ
る
ほ
か
、
県
道
33
号
線
沿
線
で
は
、
多

POINTPOINT

1. 教育・子育て支援の拡大
2. 地元企業育成と誘致
3. 経済の活性化と失業率の改善

市長の３つの基本政策

き
続
き
、
同
交
付
金
を
活
用
し
た
各
種
事
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
勝
連
城
跡
周
辺
文
化
観
光
拠
点
整
備

事
業
の
実
施
分
に
対
し
て
は
、
特
別
枠
と
し

て
令
和
元
年
度
か
ら
３
年
間
で
計
18
億
円
が

配
分
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
2

年
度
は
、
基
本
配
分
額
と
あ
わ
せ
て
、
総
額

17
億
２
，
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
令
和
2
年
度
主
要
事
業
の
概
要
に

つ
い
て
は
、ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第

２
次
う
る
ま
市
総
合
計
画
」
に
掲
げ
る
６
つ

の
基
本
目
標
ご
と
に
説
明
い
た
し
ま
す
。

  

１ 

み
ん
な
で
支
え
あ
う

健
や
か
な
ま
ち
づ
く
り

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、
誰
も
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
委
員
、
児
童
委
員

と
の
連
携
を
強
化
し
互
い
に
助
け
合
え
る
地

域
社
会
を
推
進
し
ま
す
。

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
適
正
実
施
に
努

め
る
と
と
も
に
、
要
保
護
者
及
び
被
保
護
者

の
自
立
に
向
け
た
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
、「
被
保
護
者

健
康
管
理
支
援
事
業
」
を
実
施
し
、
被
保
護

者
の
健
康
の
保
持
、
増
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、「
自
立
相
談
支
援
事
業
」
や
「
住

居
確
保
給
付
金
事
業
」、「
学
習
支
援
事
業
」

な
ど
を
引
き
続
き
実
施
し
、
生
活
保
護
に
至

る
前
の
自
立
支
援
に
加
え
、
貧
困
の
連
鎖
防

４
主
要
事
業
の
概
要

和
と
い
う
新
し
い
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
に
果

敢
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
、
私
の
市
政
運
営
に
対
す
る
基

本
姿
勢
や
社
会
情
勢
等
の
所
感
を
述
べ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
は
、本
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
愛

し
て
ま
す　

住
み
よ
い
ま
ち　

う
る
ま
」
の

実
現
に
向
け
、
第
２
次
総
合
計
画
で
掲
げ
る

各
施
策
と
、
私
の
３
つ
の
基
本
政
策
を
推
進

す
る
た
め
、
令
和
2
年
度
の
予
算
並
び
に
主

要
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

は
じ
め
に
、
予
算
の
概
要
を
説
明
い
た
し

ま
す
。

令
和
2
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、「
第
２
次
う
る
ま
市
総
合
計
画
」
及

び
「
３
つ
の
基
本
政
策
」、「
第
16
回
実
施
計

画
」
等
を
踏
ま
え
、
各
施
策
の
目
標
達
成
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、「
第
４
次
行
政
改
革
大

綱
」に
基
づ
き
、行
財
政
改
革
の
実
施
に
努
め
、

限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と

を
基
本
に
予
算
編
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
令
和
2
年
度
の
一
般
会
計
予

算
は
、
６
０
１
億
８
，
９
４
９
万
１
千
円
と

な
り
、
前
年
度
に
比
べ
３・
６
％
の
減
と
な
っ

て
お
り
、
特
別
会
計
予
算
な
ど
を
含
め
た
総

予
算
額
は
、
９
５
４
億
１
，
９
１
１
万
9
千

円
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交

付
金
の
令
和
2
年
度
の
基
本
配
分
額
は
、

11
億
２
，
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
引

３
令
和
２
年
度
の
予
算
規
模

業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
世
界
遺
産
の
勝
連
城
跡
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
12
年
の
世
界
遺
産
登
録
以
降

の
入
場
者
数
が
２
０
０
万
人
を
超
え
、
順
調

な
伸
び
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
10
月
31
日
に
、
沖
縄
県
の
象
徴
た
る

「
首
里
城
」
が
焼
失
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
再
建
に
向
け
た
支
援
は
も
と
よ

り
、
観
光
満
足
度
が
低
下
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
勝
連
城
跡
へ
の
誘
客
と
あ
わ
せ
、
中

高
生
を
中
心
と
し
た
現
代
版
組
踊
「
肝
高
の

阿
麻
和
利
」
な
ど
の
本
市
の
魅
力
あ
る
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
沖
縄
振
興
特
定
事
業
推
進
費
を

活
用
し
、「
肝
高
の
阿
麻
和
利
」
の
拠
点
施
設

で
あ
る
「
き
む
た
か
ホ
ー
ル
」
の
機
能
強
化

を
行
い
、
入
域
観
光
客
受
け
入
れ
の
拡
充
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
、
市
内
の
動
向
と
し
ま
し
て
は
、

島
し
ょ
地
域
の
情
報
通
信
環
境
の
改
善
を
図

る
た
め
、
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
が
整
備

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
移
住
・
定
住
及
び
企

業
の
誘
致
等
が
促
進
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
う
る
ま
市
初
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
が
導
入
さ
れ
、石
川
野
球
場
は
「
エ
ナ
ジ
ッ

ク
ス
タ
ジ
ア
ム
石
川
」
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
10
月
に
は
、
本
市
と
沖
縄
振
興
開
発

金
融
公
庫
と
の
間
で
、
地
域
開
発
に
関
す
る

助
言
業
務
協
定
の
提
携
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
民
間
活
力
を
活
か
し
た
公
民
連
携

手
法
等
、
戦
略
的
な
事
業
展
開
を
図
り
、
令

1. みんなで支えあう健やかなまちづくり
2. 子どもがいきいきと育つまちづくり
3. まちの活力を生み出す産業づくり
4. 自然と調和した快適で暮らしやすいまちづくり
5. 郷土に誇りをもち未来を拓く人づくり
6. 市民と行政が一体となった協働によるまちづくり

うるま市のまちづくりの6つの基本目標
POINTPOINT

2020
広報5 4新型コロナウィルス感染症対策：「手洗い」「咳エチケット」「換気」等、日頃からの健康管理にも努めましょう。 新型コロナウィルス感染症対策：「手洗い」「咳エチケット」「換気」等、日頃からの健康管理にも努めましょう。
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